
事例紹介

門司港栄町銀天街夏祭り

NPO公益活動支援事業（補助金）

■団体名：門司港栄町商店街振興組合
■事業年度：令和3年度

団体の概要

組合員の取扱品に関する共同宣伝売り出し、街灯、アーケード、駐車場等組合員及

び一般公衆の利便を考え、地域団体・北九州商工会議所・区役所など行政と連携して

地域の活性化を図る。

事業の目的と概要

コロナで落ち込んだ気運を少しでも緩和すべく、門司港の栄町銀天街を中心に夏

祭りを開催し、老若男女分け隔てなく地域の皆さん全員の活気を取り戻し、前向きで

楽しい２日間を学生運営の元一緒に取り組み笑顔と共に創造したい。

更には、同じ門司港の清滝エリアで活動している西日本工業大学三笠ゼミの学生と

もコラボし、栄町銀天街及び清滝地区の導線構築のきっかけを作りたいと考えている。

事業費とその主な内容

事業費556,856円（うち補助金額250，０００円）

印刷費（チラシ制作）、役務費（抽選会景品・クリーニング代）、委託費（会場設営）、

役務費（イベント保険）、報償費（和太鼓・よさこい等）、消耗品・材料費（消毒液等）、

人件費（アルバイト）

事業の成果

2021.7.31(土)15：00～20：00土曜夜市

2021.8.01(日)11：00～18：00夏祭り を開催。

来場者約1000名/２日間。

予想以上の反響で、久々ににぎやかになった栄町銀天街を見ることが出来てうれし

かった等地元の方々から喜ばしい感想をいただいた。

主に運営していただいた北九州市立大学地域創生学群西田ゼミの学生さんたちも

充実した活動が出来た。
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事業をふりかえって（工夫した点や苦労した点、今後の展開など）

学生が主体的に且つ非常に前向きに取り組んでいただいた成果として、

10/30(土)31(日)に開催予定の北九州市港湾空港局クルーズ交流課を中心とした

みなとオアシス門司港運営協議会より「みなとハロウィン」イベントの栄町銀天街エリ

アの運営依頼、更には11/6(土)7(日)に開催予定の北九州市産業経済局門司港レ

トロ課より「北九州×東アジア大食覧会in 門司港」への参加要請など、様々な方面よ
りお声掛けいただくなど活動の幅を拡げており、学生たちも門司港の情報発信として、

単独ならず行政も巻き込んでの活動に発展している。

今後が非常に楽しみな活動となってきており、年間を通じて体験を重ねることで、ま

ちづくりの人材育成が可能な環境を整えることが出来てきている。
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北九州市を全国に先駆けた
盗撮被害対策のモデル地区にしよう！

NPO公益活動支援事業（補助金）

■団体名：盗撮防犯ボランティアWｃ
■事業年度：令和3年度

団体の概要

盗撮という性犯罪は、年々被害が深刻化されており、成人女性を対象とした事犯の

みならず「児童の性的搾取」を含む児童ポルノ製造という卑劣な事犯です。

当団体は盗撮によって起きる性犯罪撲滅を目指し、代表が探偵業で培った知識と

経験を生かして、地域の方々に注意喚起等を行い防犯意識の向上を図り、盗撮行為

による被害者、そして加害者を出さない為にも、「盗撮をされない、させない」安全で安

心な環境づくりに貢献いたします。

事業の目的と概要

本補助事業は「北九州市を全国に先駆けた盗撮被害対策のモデル地区にしよう！」

というテーマのもと、盗撮被害から自身を守る為の自衛の大切さと、企業・施設・店舗

には防衛として環境を整える重要さを伝える啓発活動として年間を通して行う。

具体的な方策

①啓発トイレットペーパー制作・配布
②啓発ステッカー制作・配布
③啓発ポスター制作・配布
④盗撮防犯対策研修用DVD制作・配布

＜配布・使用目的＞

啓発活動における重要なツールとして配布いたします。

・性暴力の根絶は男女共同参画社会の礎であることの理解を高める。

・盗撮の加害者を出さない為の意識付けと被害のリスクマネジメントとして。

・関係者各位へ研修用DVDを用いた盗撮予防防犯研修を行う。

盗撮被害対策のモデル地区化に向け、その他様々な取り組みを行います。
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事業費とその主な内容

690,800円（うち補助金額327,000円）

印刷製本費（ポスター、ステッカー、トイレットペーパー）委託費（DVD制作）

事業の成果

＜活動による実質的な成果＞

①本補助事業活動：防犯啓発ポスター・ステッカー制作・配布
当団体の存在（本補助事業で制作したポスター・ステッカー）が被害や問題の受け

入れ先の周知を促すことは被害者心情の保護や加害者側に与えるダメージとして少

なからず効果があるだろう。ぜひ今後も頑張って活動を行ってほしいとの声をいただき

ました。

※被害者には事犯が行われた場所（店舗や施設等）も含む。

②本補助事業活動：啓発トイレットペーパー制作・配布
物品として高評価をいただいたのはもちろん、アンケート調査を行う際の反応の効果

は絶大で、普通に声掛けアンケートのお願いをするよりはるかに回収率ががアップし

た。収集したアンケートは、対外的に発信する際に必要な声として有効に利用すること

ができた。

③本補助事業活動：盗撮防犯対策研修用DVD制作・配布
学校関係者の方から、「これなら職員研修用として利用しやすいし、映像の質も良

く、ケースごとの啓発も分かりやすい。DVDを視聴することで初めて知る内容もあるた

め、このDVDを使った研修による啓発・防犯意識向上の効果は確実にあるだろう。」と

お声をいただきました。

本補助事業によって活動の理解を強めることができ、各分野との連携が強化され

た。
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事業をふりかえって（工夫した点や苦労した点、今後の展開など）

コロナ禍という事もあり実働的な活動の制限があったにしろ思うように計画通りいか

なかったことを反省。どんな状況下においても持続可能な活動として日々行っていかな

かくてはならない。活動をするほど世間一般の意識の低さが招いてしまっている盗撮と

いう性犯罪の恐ろしさを痛感。被害から身を守る為には意識を持ち、対策（自衛と防衛）

をすること。それが何よりも大事であり、それを周知させる自身の活動の重要性を改め

て強く感じた。


